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体操競技における回転運動の裏技について

－対照性の要因－

山下芳男＊

（1991年10月15日受理）

はじめに

体操競技における技の加速度的な発展により，多様な技が出現し，また技の構造はますます

複雑となり，理解しにくいものとなっている。

これらの技の中で，例えば，床における前転とびに対し後転とびを8），平行棒における正倒立

ひねりに対し逆倒立ひねりを3），鉄棒における「シュタルダー」（後方開脚屈身回転倒立）に対

し「エンドウ」（前方開脚屈身回転倒立）を4，6）裏技とし，対照的な技として位置づけている。ま

た，ダゲット（正交差逆ひねり正交差）に対し逆交差逆ひねり正交差を逆ダゲットと表記して，

対照的な技として捉えている9）がこれについては問題点が指摘されている14）。このような対照

的な技は数多くあるが，その対照性に関わる構造的要因は一様ではないと考えられる。また，裏

技の概念の本質も構造的な対照性にあると考えられるが，その対照性の構造も不明確である。

そこで，ここでは体操競技における回転運動について，裏技の概念と，対照性の要因につい

て考察し，技の体系的把握に資そうとするものである。

Ⅰ裏技の概念

人間の身体は，左右対称で前後は異なった形態的構造を持っている。従って，左右軸回転に

おける前方と後方の回転運動では，異なった形態的構造の運動となる。しかし，それ以外の回

転運動では，例えば，前後軸回転における右側転と左側転，長体軸回転における右ひねりと左

ひねり，水平面回転運動における右旋回と左旋回のように，対称的な形態的構造を持つ運動が

存在する。これらの対称的な形態的構造の運動では，対照的な方向に運動が行われるにもかか

わらず，同じ形態的構造の運動と我々は考えている。これに対し，例えば，前転とびに対する

後転とび，下向き転向に対する上向き転向5），正ひねりに対する逆ひねりのように，対称的な形

態的構造ではなく，方向や体勢，運動の先行面において対照的な形態的構造の技が行われると

き，裏技として捉えている。この場合，垂直面に行われる左右軸回転運動，前後軸回転運動，水

平面に行われる旋回系15），長体軸に行われるひねりの運動ではそれぞれ対照性の要因が異なる

と考えられるので，それぞれについて考察する。
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1垂直面回転運動   

垂直面に行われる回転運動は，空間的に水平な軸を回転軸として行われる運動であり，左右  

軸を回転軸とする前方，後方への回転運動と，前後軸を回転軸とする側方への回転運動がある。   

（1）左右軸回転運動   

左右軸回転運動では身体の前後は異なる形態であるので，前方への回転と後方への回転では，  

異なる形態的構造となる。また，床運動の倒立回転や宙返りのように，回転軸が空間的に明確  

でないものと，鉄棒運動における支持回転や車輪のように空間的に回転軸が固定されたものと  

がある。固定された回転軸で支持位や懸垂位で行われる鉄棒運動の場合，回転軸に対する体勢  

として，正面支持に対して背面支持，正面懸垂に対して背面懸垂という対照的な体勢が生ずる  

ことになる。  

1）回転軸が空間的に明確でない運動   

回転軸が空間的に明確でない左右軸回転運動では，軸に対する体勢，すなわち，正面，背面  

の概念は生じない。したがって，回転運動の方向が対照性の要因となり，例えば，前転に対す  

る後転，前方倒立回転に対する後方倒立回転，前転とびに対する後転とび，前方かかえこみ宙  

返りに対する後方かかえこみ宙返り，前方屈身宙返りに対する後方屈身宙返り，前方伸身宙返  

りに対する後方伸身宙返り等のように，逆方向への技が対照的な技として位置づけられる。し  

かし，接転技群，翻転技群，宙返り技群7）では対照性の要田が異なると考えられるのでそれぞれ  

について考察する。  

（D 接転技群   

接転の経過では床に対して正面接転と背面接転の二形態があり，対照的な接転技として位置  

づけられる技には，同じ接転経過のものと対照的な接転経過のものがある。   

同じ接転経過で対照的な回転方向に行われる代表的なものとして前転（図1－1）に対する後転  

（図1－2）があげられる。前転では頭越し局面から背面按転に移るが，後転では背面接転から頭  

越し局面に移る。したがって，前転に対する後転は，対照的な方向に同じ背面接転を経過して  

図1－2 後転  図ト1前転  

図ト4 後転倒立   図ト3 倒立前転  
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図卜5 とび前転  図1－6 前方正面臥回転倒立  

図ト7 後とび後方正面臥回転  

行われ 対照的な局面において同じ姿勢，体勢を経過しており，局面経過が対照的であるとい  

える。同様に，倒立前転（図1－3）と後転倒立（図1－4）においても，対照的な方向に同じ背面  

接転を経過して行われ，対照的な局面において同じ姿勢，体勢を経過しており，局面経過にお  

いて対照的といえる。しかし，後転の頭越しの後でとび前転のような空間局面をもつことはで  

きないので，とび前転（図ト5）に対する対照的な背面接転の後転はない。   

接転技群において対照的な回転方向に対照的な接転経過で行われる技としては，例えば，正  

面接転を経過する前方正面臥回転倒立（図1－6）に対する後転倒立，とび前転に対する正面接転  

を経過する後とび後方正面臥回転（図1－7）があげられる。  

② 翻転技群   

動転技群においては前屈，背屈という対照的な姿勢に対しても注意を払う必要がある。例え  

ば，前方倒立回転（図1－8）においては，倒立になるために前屈の経過をとり，直立になるため  

に背屈の経過をとるが，後方倒立回転（図1－9）においては倒立になるために背屈の経過をとり，  

直立になるために前屈の経過をとる。すなわち，前屈に対しては背屈，背屈に対してほ前屈と  

いう，対照的な姿勢を経過しているのである。したがって，前方倒立回転に対して後方倒立回  

転，両足踏切の前転とび（図1－10）に対して後転とび（図ト11）は，対照的な回転方向に行わ  

図1－9 後方倒立回転  図1－8 前方倒立回転  

主き′㌔・㌔示  
図1－11後転とび   図ト10 両足跨切の前転とび  
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れ，かつ姿勢においても対照的な構造を持つといえる。   

また，運動技術の上からも，前転とびにおける前屈からの背屈によるはね動作は前方回転の  

ための，また，後転とびにおける背屈からの前屈による倒立はねおきの動作は後方回転のため  

の大事な加速技術であり，対照的な姿勢変化の経過は，対照的な技術構造を示しているといえ  

る。  

③ 宙返り技群   

宙返り系の技においては，回転が空間で行われるので，回転中の体勢，姿勢をひとまとまり  

のものとして捉え，例えば前方かかえこみ宙返り（図1－12）に対して後方かかえこみ宙返り（図  

1－13），前方屈身宙返り（図1－14）に対して後方屈身宙返り（図ト15），前方伸身宙返り（図1－  

16）に対して後方伸身宙返り（図ト17）のように，対照的な回転方向へ同じ姿勢で行われる技  

を対照的な技として位置づけている。  

図1－12 前方かかえこみ宙返り   図1－13 後方かかえこみ宙返り   

図1－14 前方屈身宙返り  

式ニl苺、一手＿  

図1－15 後方屈身宙返り  

く二号三せブ  

図ト16 前方伸身宙返り  図1－17 後方伸身宙返り   

2）回転軸が空間的に明確な運動   

回転軸が空間的に明確な左右軸回転運動の代表的なものは，回転軸の固定している鉄棒運動  

である。   

鉄棒を軸として，支持あるいは懸垂で行われる左右軸回転運動では，正面支持（図ト18），背  

面支持（図ト19），正面懸垂（図1－20），背面懸垂（図ト21）があるので，体勢の違いに対して  

も対照性が考察される必要がある。   
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囲1－18 正面支持  
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回ト19 背面支持  
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図1－21背面懸垂  図1－20 正面懸垂  

① 支持回転系   

支持で行われる回転では，前方支持回転（図1－22），前方背面支持回転（図1－23），後方支持  

回転（図ト24），後方背面支持回転（図1－25）がある。   

支持回転において対照的な回転方向に同じ体勢で行われるのが，前方支持回転に対し後方支  

持回転，前方背面支持回転に対し後方背面支持回転である。また，対照的な回転方向に対照的  

な体勢で行われるのが，前方支持回転に対し後方背面支持回転であり，前方背面支持回転に対  

し後方支持回転である。   

浮支持および開脚屈身回転においてほ，背面での実施は困難であり，例えば，前方浮支持回  

転（図1－26）に対する後方浮支持回転（図1－27），エンドウ（図1－28）に対するシュクルダー  

（図1－29）のように同じ体勢で対照的な回転方向に行われる技が，対照的な技として位置づけら  

れる。  

も・f・－・発く恵デー．ヂさキIl、デー、、㍉プチl′与ニゝ  
図ト22 前方支持回転  図ト23 前方背面支持回転  

図1－24 後方支持回転  

く警ミす∴ゝ－ニナ・も⊥三iキメもこl、  
図ト25 後方背面支持回転  

軍主二重ノ予・、㌔・lご，－1戸デ、‾一ニラ  
図ト26 前方浮支持回転  図ト27 後方浮支持回転   
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図ト29 シュクルダー  図ト28 エンドウ  
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図1－31後方閉脚屈身回転倒立  図1－30 前方閉脚屈身回転倒立  
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園1－33 後方閉脚屈身回転背面後振出し   図1－32 アドラー  

閉脚屈身回転においては，回転後例えば前方閉脚屈身回転倒立（図ト30）や後方閉脚屈身回  

転倒立（図1－31）のように正面懸垂となる場合と，例えばアドラー（図1－32）や後方閉脚屈身  

回転背面後振出し（図1－33）のように背面懸垂となる場合がある。したがって，対照的な回転  

方向に同じ体勢で行われるのが，前方閉脚屈身回転倒立に対する後方閉脚屈身回転倒立，アド  

ラーに対する後方閉脚屈身回転背面後振出しであり，対照的な回転方向に対照的な体勢で行わ  

れるのが，前方閉脚屈身回転倒立に対する後方閉脚屈身回転背面後振出し，アドラーに対する  

後方閉脚屈身回転倒立である。  

② 懸垂回転系   

懸垂で行われる回転，すなわち車輪では，前方に回転する逆手車輪（図ト34），逆手背面車輪  

（図ト35），大逆手車輪（図ト36），後方に回転する順手車輪（図1－37），順手背面車輪（図1－  

38），大順手背面車輪（図ト39）がある。   

したがって，回転方向の対照性とともに器械に対する体勢の対照性がその要因となり，同じ  

体勢で対照的な回転方向に行われるのが，逆手車輪や大逆手車輪に対する順手車輪，逆手背面  

車輪に対する順手背面車輪や大順手背面車輪，対照的な体勢で対照的な回転方向に行われるの  

が，逆手車輪や大逆手車輪に対する順手背面車輪あるいは大順手背面車輪，逆手背面車輪に対  

する順手車輪である。   
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図1－35 逆手背面車輪  
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図1－37 順手車輪  図1－36 大逆手車輪  
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図1－38 順手背面車輪  図ト39 大順手背面車輪  

（2）前後軸回転運動   

側方への回転運動であるこの運動は，側方倒立回転，側方宙返りが代表的な技である。対照  

的な方向へ行われる側方への回転運動は，例えば，右側方倒立回転に対する左側方回転のよう  

に，対称的な形態的構造を持つので，同じ形態的構造と考えられ，対照的な技とは考えない。片  

手着手の側方倒立回転では，踏切足側の手で着手する場合，例えば，左側方左片手倒立回転（図  

図1－41左側方右片手倒立回転   図1－40 左側方左片手倒立回転  
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ト40）と，振り上げ足側の手で着手する場合，例えば，左側方右片手倒立回転（図1－41）があ  

る。これらは，局面経過が対照的な技として位置づけることができる。   

回転軸が固定された前後軸の回転運動は現在のところ行われていない。  

2 水平面回転運動   

水平面回転運動の代表的なものは鞍馬や床において支持形態で行われる旋回系の技である。  

回転運動の中では複雑な形態的構造と変化を示す運動である。   

旋回系の技では垂直面における前後軸回転運動同様，対照的な回転方向へ行われる対称的な  

形態的構造を持つ技，例えば，右旋回に対して左旋回，右上向き転向に対して左上向き転向な  

どが行われうる。すなわち，右旋回で行われる技は左旋回にもあり，これらは同じ形態的構造  

と考えられ，対照的な技とは考えない。したがって，旋回系の対照性の要因は，上向き正転向  

に対する下向き逆転向のように器械に対する体勢として転向時の上向き，下向き，および転向  

時の支持部の先行面として正転向，逆転向，シュピソデルにおける反正転向と反逆転向13），さ  

らに，移動技における，移動時の器械に対する体勢として正面支持と背面支持，移動方向とし  

て，入れ抜き方向への移動，前後への移動が考えられる。  

1）旋回の形態的構造と機能   

旋回系の対照性を理解するために，まず旋回の形態的構造と入れ，抜きの機能についてふれ  

る必要がある。   

旋回は，正面支持→入れ→背面支持→抜きという形態が循環する運動であり，支持部は水平  

面に回転せず，回旋部を水平面に1回転させる間に回旋部を1回ひねっている。旋回における  

入れと抜きほ対照的な構造であり，入れでの支持は正転向および反逆転向の，抜きでの支持ほ  

逆転向および反正転向の機能を内包する。また，背面支持は上向きの体勢となり，正面支持は  

下向きの体勢となる。  

2）転向と反転向（シュピソデル）   

転向とは回旋部の回転方向と同じ方向へ支持部を回転させる運動である。これに対し反転向  

とは回旋部の回転方向と反対の方向へ支持部を回転させていく運動13），すなわち，シュピソデ  

ルであり，回旋部のひねりは両足旋回で行われている回旋部のひねりにさらに支持部の反転向  

分が加わる。このひねりは支持部の反転向という課題性に必然的に伴う動きであり，シュピソ  

デルの課題性をひねりと捉えることの問題はすでに指摘されている13）。したがって，転向と反  

転向では，形態的構造からは対照的な運動とは捉えられないが，対照的な課題性を持つといえ  

る。  

3）正転向と逆転向，上向きと下向き   

転向技においては，支持部の正面が先行するときの正転向と，背面が先行するときの逆転向  

が区別される。すなわち，正転向と逆転向は支持部の先行面が対照的となる。また，転向技は  

1／2転向が基本であり，1／4転向後支持腕をかえるときの技の表記は，前半の1／4転向の形態を  

基に表記されている。後半は支持腕をかえるので後半の転向形態は前半の転向形態と対照的と  

なる。   
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上向きと下向きほ転向時における回旋部の器械に対する向きであり，上向きに対し下向きは，  

器械に対し対照的な体勢となる。正面支持から入れを伴う正転向は上向きとなり，正面支持か  

ら直接正転向を行うときほ下向きとなる。また，背面支持から抜きを伴う逆転向は下向きとな  

り背面支持から直接逆転向を行うときは上向きとなる。このように転向技においては，転向時  

の形態は器械に対する体勢を規定しており，これらの要因による対照性は，組み合わせの変化  

はなく，一義的に決まってしまう。したがって，上向き正転向（図2－1）に対し下向き逆転向（図  

2－2）が，下向き正転向（図2－3）に対し上向き逆転向（図2－4）が対照的な技となり，上向き  

正転向に対し下向き正転向は対照的な技とほならない。  

遊撃d些塾墜  垂礎塾も礎塵  
：  ニ  

図2－2 下向き逆転向  図2－1上向き正転向  

豊も≒∴≒主 妄＝≠√三三空≠き  
；  

図2－4 上向き逆転向   図2－3 下向き正転向  

4）反正転向，反逆転向   

反転向においても，支持部の先行形態により反正転向と反逆転向が区別される。支持部の正  

面が先行するときが反正転向であり，背面が先行するときが反逆転向である。したがって，反  

正転向と反逆転向ほ，支持部の先行面が対照的である。   

シュピンデル（図2－5）は，1／4反正転向から1／4反逆転向と行われる正反転向が一般的であ  

るが，1／4反逆転向から1／4反正転向と行う逆反転向（図2－6）も可能であり，両者は対照的な  

反転向の構造を持つ。  

主室室室妄 室三⊇孝主  
因2－5 シュピソデル  図2－6 逆反転向  

5）移動   

移動には，転向や反転向を伴う移動と伴わない，すなわち支持部の回転しない移動がある。  

（》 転向移動   

片腕軸の1／2転向は場所の移動を伴い，正転向移動とこれに対照的な逆転向移動があるが，い  

ずれも上向きまたほ下向きで行われうる。上向き正転向移動（図2－7）は正面支持から入れとと  

もに正転向移動し背面支持となる。下向き正転向移動（図2－8）ほ正面支持から下向きのまま正  

転向移動し正面支持となる。下向き逆転向移動（図2－9）ほ背面支持から抜きとともに逆転向移   
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主憂主重き≒ 室≠主産主  
図2－7 上向き正転向移動  図2－8 下向き正転向移動  

些孝義墜奥 些室適塾  
図2－10 上向き逆転向移動  図2－9 下向き逆転向移動  

勤し正面支持となる。上向き逆転向移動（図2－10）は背面支持から上向きのまま逆転向移動し  

背面支持となる。転向移動でも転向技同様，転向移動時の形態は器械に対する体勢を規定して  

いる。 したがって，上向き正転向移動に対し下向き逆転向移動が，下向き正転向移動に対し上  

向き逆転向移動が支持体勢および移動方向が対照的な技となる。  

（診 反転向移動  

1991年の世界体操競技選手権大会でドイツのベッカーは左開脚旋回におけるシュピソデル  

で入れ側へ移動（図2－11）を，また日本の畠田ほ同じシュピンデルで抜き側へ移動（囲2－12）  

を行っている。ベッカーの行 った開脚シュピソデル移動は，右手を鞍部に左手を左馬端部に置  

いた開脚旋回から，鞍部右手支持の反正転向とともに左手を右馬端部に移し左手支持の反逆転  

向を行っているのに対し，畠田は右手を右馬端部に左手を鞍部に置いた開脚旋回から，右馬端  

部右手支持の反正転向とともに左手を鞍部に置き，左手支持の反逆転向とともに右手を左馬端  

部に移している。したがって，ベッカーの開脚シュビンデル移動と畠田の開脚シュピソデル移  

動は，正反転向の開脚シュピソデルにおいて対照的な方向に移動をしている。また，横移動ひ  

ねり（図2－13）は入れ側へ移動し，背面横移動ひねり（図2－14）は抜き側へ移動するので，こ  

れらも対照的な方向へ移動する技となる。しかし，この移動ひねりは反転向の行われるタイミ  

ソグにより種々の形態が生まれる。例えば，横移動ひねりにおいて，1／4反正転向から縦向きで  

両足入れののち1／4反正転向の経過をとるものや，抜きで離した手を支持腕の方へ移動してか  

ら1／4反逆転向，1／4反正転向の経過をとるもの，1／4反正転向ののち1／4反逆転向しながら入  

些超認劫風 些室軍塾迎  
図2－11ベッカーの開脚シュピソデル移動  図2－12 畠田の開脚シュピソデル移動  

撃率攣撃墜堅転  塾垂車型些暫包  
囲2－13 横移動ひねり  図2－14 背面横移動ひねり   
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れ側の手を支持腕の方へ移し両足抜きの経過をとるもの，さらにこれらの中間的な形態をとる  

ものが考えられる。  

③ 横移動，前後移動   

正面横移動（図2－15）は横向き旋回において，背面支持から抜きにおいて離した手を支持腕  

側に移し正面支持となり，さらに入れにおいて離した手を入れ側に移し背面支持となる。背面  

横移動（図2－16）は，正面支持から入れにおいて離した手を支持腕側に移し背面支持となり，そ  

こから抜きとともに離した手を抜き側に移し正面支持となる。この移動時の支持体勢は移動方  

向を規定しているので，正面横移動で抜き側に移動することはない。したがって，正面横移動  

と背面横移動は，移動局面における支持体勢および移動方向が対照的である。   

縦向き旋回においては，移動方向として前移動と後移動があり，両者とも入れ局面で移動す  

るものと抜き局面で移動するものがある。したがって，移動方向が対照的な入れ前移動（図2－  

17）と入れ後移動（図2－18），抜き前移動（図2－19）と抜き後移動（図2－20），また，移動方向  

と入れ抜きが対照的な入れ前移動と抜き後移動，抜き前移動と入れ後移動，さらに，移動方向  

が同じで入れ抜きが対照的な入れ前移動と抜き前移動，入れ後移動と抜き後移動を対照的な技  

として位置づけることができる。  

杢三重三主立 皇室二≒孝蓬主  
因2－15 正面横移動  囲2－16 背面横移動  

些堅軽重些  
こ  

撃墜些〆些  
こ  

図2－18 入れ後移動  図2－17 入れ前移動  

峯堅ノ些些峯  」』過そ丞軋』  
図2－20 抜き後移動   図2－19 抜き前移動  

3 長体軸回転運動   

いわゆるひねりといわれる長体軸回転運動は跳びあがりひねりや宙返りひねりのように空中  

でひねるものと，片腕や片脚を軸にした支えひねりがある。前者はひねりの軸は身体の中心で  

あり，右ひねりとこれに対称的な構造をもつ左ひねりのみであり，対照的な構造をもつひねり  

ほない。後者は，軸が身体の右側や左側となるので，右ひねりにおいても左ひねりにおいても，  

身体の正面が先行する正ひねりとこれに対照的な背面が先行する逆ひねりがある7）。この支え  

ひねりは，床でのターンや倒立ひねりのように単独で行われる場合と，垂直面回転運動に融合  

して行われる場合がある。   
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（1）ターンと倒立ひねり   

ターンや倒立におけるひねりでほ，右側の腕や脚を軸とする場合，右ひねりほ正ひねりとな  

り，左ひねりは逆ひねりとなる。また，左側の腕や脚を軸とする場合，右ひねりは逆ひねりと  

なり，左ひねりは正ひねりとなる。したがって，同一方向にひねりながら軸となる腕や脚を変  

えると，対照的な先行面のひねりとなる。平行棒における正倒立ひねり（図3－1）は，倒立で1／4  

道ひねりから軸腕をかえて1／4正ひねりを行う技であり，これと対照的な逆倒立ひねり（図3－  

2）ほ倒立で1／4正ひねりから軸腕をかえて1／4逆ひねりを行う技である。  

園3－2 逆倒立ひねり  囲3－1正倒立ひねり  

（2）垂直面回転運動に融合したひねり   

垂直面回転運動に融合した代表的な片腕軸のひねりは，鉄棒における順手車輪からの1／2正  

ひねり（図3－3），1／2逆ひねり（図3－4），逆手車輪からの1／2逆ひねり（図3－5），1／1逆ひね  

り（図3－6），大逆手車輪からの1／2正ひねり（図3－7），1／1正ひねり（図3－8）がある。   

車輪の方向が同じでひねりが対照的な技は，順手車輪からの1／2正ひねりに対する1／2逆ひ  

ねり，逆手車輪からの1／2逆ひねり，1／1逆ひねりに対する大逆手車輪からの1／2正ひねり，1／1  

正ひねりである。   

車輪の方向もひねりも対照的な技ほ，順手車輪からの1／2正ひねりに対する逆手車輪からの  

1／2道ひねり，順手車輪からの1／2逆ひねりに対する大逆手車輪からの1／2正ひねりである。  
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図3－3 順手車輪からの1／2正ひねり  図3－4 順手車輪からの1／2逆ひねり  
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ミこ 
図3－5 逆手車輪からの1／2逆ひねり  園3－6 逆手車輪からの1／1逆ひねり   
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一十÷ 一子∴子∴  

図3－8 大逆手車輪からの1／1正ひねり  図3－7 大逆手車輪からの1／2正ひねり  

図3－10 ヒーリー  図3－9 ディアミドフ  

平行棒においては，握りの構造から同じ振動方向で対照的なひねりを行うことはできない。し  

たがって，振動方向もひねりも対照的な技，例えば，前振り1／1正ひねりにより倒立となるディ  

アミドフ（図3－9）に対して，倒立から前に振りおろしながら1／1逆ひねりにより背面支持とな  

るヒーリー（図3－10）が対照的な技として位置づけられる。  

ⅠⅠⅠ ま と め  

裏技とは回転方向や移動方向，運動の先行面，器械に対する体勢が対照的な形態的構造の技  

であり，対照性の要因は，回転運動が行われる面や回転運動の構造，回転軸の種類により異な  

る。左右軸回転運動以外の回転運動にみられる対称的な形態的構造の技は，対照的な回転方向  

に行われるにもかかわらず同じ形態的構造の技と捉えられる。   

垂直面回転運動の左右軸回転において，第一の対照性の要因は回転方向である。回転軸が明  

確でない運動でほ，接転技群において正面接転と背面接転の二形態があり，対照的な技として  

位置づけられるものに，同じ接転経過で対照的な回転方向に行われるものと，対照的な接転経  

過で対照的な回転方向に行われるものがある。翻転技群においては，対照的な技は対照的な回  

転方向に対照的な姿勢で行われる。宙返り技群でほ，対照的な回転方向へ同じ姿勢で行われる  

技を対照的な技と捉えている。   

左右軸が明確な場合，回転軸対する体勢，すなわち，正面と背面の対照性が問題となり，回  

転方向が対照的で体勢が同じ技，および回転方向も体勢も対照的な技が，対照的な技として位  

置づけられる。   

前後軸回転運動でほ，対照的な回転方向に行われる技は対称的な形態的構造となり，これは  

同じ形態的構造の技として理解する。片手着手の側方倒立回転では踏切足側の手を着手する場   
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合と振り上げ足側の手を着手する場合があり，局面経過が対照的である。   

水平面回転運動の旋回系では対照性の要因として，転向技や転向移動技における支持部の先  

行面としての正転向と逆転向，転向時の器械に対する体勢としての上向き，下向き，反転向技  

における支持部の先行面としての反正転向と反逆転向，横向きで行われる反転向移動における  

移動方向，横移動における正面支持，背面支持の移動形態と移動方向，前後移動における入れ  

抜きによる移動形態と移動方向があげられる。また，転向技と転向移動技においては，転向時  

の形態は器械に対する体勢を，横移動においては移動時の支持体勢は移動方向を規定しており，  

これらの要因による対照性は組み合わせの変化はなく，一義的に決まってしまう。   

長体軸回転運動では，ターンや倒立ひねりにおいてはひねりの先行面である正ひねりと逆ひ  

ねりが対照性の要因となる。鉄棒における垂直面回転連動と融合する片腕軸のひねりでは，先  

行面に加えて垂直面回転運動の方向が対照性の要田としてあげられる。すなわち，回転方向が  

同じでひねりが対照的なものと，回転方向もひねりも対照的なものが対照的な技として位置づ  

けられる。  
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